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 1 計 画 策 定 の 背 景 、 改 訂 の 経 緯 、 目 的  

◎ 急激な人口増加期に、公共施設等を集中的に整備 👉⼀⻫に更新時期が到来、多額の更新等費⽤が必要 
◎ 人口減少･少子高齢化に伴う税収減、社会保障経費の増大 👉公共施設等の更新等費⽤の財源確保が課題  
◎ 市⺠サービスの質の確保、総量縮減、財政負担の軽減が必要 👉「公共施設等総合管理計画」の策定 

このたびの改訂 

◎ 国からの令和３年度までの公共施設等総合管理計画の⾒直し要請 
◎ 「再配置方針」、「再配置計画」、他の個別施設計画等の内容を反映 

【計画の目的】 
◎ ⻑期的かつ総合的な視点に⽴ち、公共施設等の更新・統廃合・⻑寿命化などを計画的に⾏うこと。 
◎ 公共施設等の更新等にかかる財政負担を軽減・平準化するとともに、その最適な配置を実現すること。 
◎ 公共施設等の「質」「量」「コスト」の最適化を図るための基本的な考え方を定めること。 

2 計 画 期 間 、 対 象 施 設  
◎ 計 画 期 間  2017(平成 29)年度〜2059(令和 41)年度の 43 年間(現 計 画 の 10 年 間 か ら 延 ⻑ )  
◎ 対 象 施 設  本 市 が 保 有 す る 公 共 施 設 等  

《 公 共 建 築 物 、 イ ン フ ラ 施 設 (道路・橋梁・公園・上水道・下水道）》 

  

1 将 来 ⼈ ⼝ の ⾒ 通 し  
◎ 1995(平 成 7)年 を ピ ー ク

に 減 少 が 継 続 。  
◎ 2060(令 和 42)年 に は 5万

人 に 。  
2015(平 成 27)年 から35％
減 少 。  
年 少 人 口 が  12％ 、⽣ 産 年
齢 人 口 が 50％ 、 ⽼ 年 人 口
が 38％ に 。  

👉⽣ 産 年 齢 人 口（ 主 な 納 税
者 で あ る 働 き 手 ） の 減 少
で 税 収 増 は 期 待 で き な い 。 

 

２  財 政 の 状 況  
 
◎ 少 子 高 齢 化 に 伴 い 扶 助 費   

が 1995(平 成 7)年 度 か ら
2020(令 和 2)年 度 ま で の
間 に 2倍 に 増 加 。  

◎ 人 件 費 は 0.9倍 、公 債 費 は
0.6倍 に 減 少 。  

 し か し 、近 年 は 増 加 傾 向 。 
👉人 件 費 、公 債 費 の 減 少 分

で 扶 助 費 の 増 加 分 を 賄 え
な く な る 。  

 

Ⅰ 計画策定の基本的事項

三木市公共施設等総合管理計画《令和 3 年度改訂版》（案）  
【概要版】  

Ⅱ 公共施設等の現況及び将来の⾒通し

普 通 会 計  歳 出 決 算 額 の 推 移  

パブリックコメント用
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３  公 共 施 設 等 の 現 況 （ 2021(令 和 3)年 3⽉ 31⽇ 現 在 ）  
 （ 1） 公 共 建 築 物  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◎ 公 共 建 築 物 の 保 有 量 210 施 設  
◎ 総 延 床 ⾯ 積 32 万 5 千 ㎡ (市 ⺠ 1 人 当 た り 4.27 ㎡ ）  

① 学 校 教 育 系 施 設 (⼩ 中 学 校 な ど )︓ 41.8％  
② 市 ⺠ ⽂ 化 系 施 設 (公 ⺠ 館 な ど の 集 会 施 設 等 )︓11.8％  
③ 公 営 住 宅 ︓ 9.８ ％  こ れ ら で 全 体 の 63％ を 占 め る 。 
👉人 口 が 減 少 し て も 総 延 床 ⾯ 積 は 増 加  
 

◎ 「 築 30 年 以 上 」︓ 全 体 の 59.3％  
10 年 後 に は 全 体 の 88％ を 超 え る ⾒ 込 み 。  

👉⽼ 朽 化 の 進 展  
現 状 の ま ま で は 、 今 後 、 10 年 か ら 40 年 ま で の 間   
に 大 規 模 改 修 や 建 替 時 期 (⼀ 般 的 に 築 後 60 年 )が 集
中 し て 到 来 す る ⾒ 込 み 。  

 （ 2） イ ン フ ラ 施 設  
                           

 ◎ イ ン フ ラ 施 設 の 保 有 量
は 、 左 表 の と お り   

👉イ ン フ ラ 施 設 は 、 市 ⺠
の ラ イ フ ラ イ ン 。  
大 規 模 自 然 災 害 時 の  

安 全・安 心 を 確 保 す る た
め に も 重 要 な 施 設 で あ る
こ と か ら 、将 来 に わ た っ て
適 切 に 維 持 更 新 を ⾏ う こ
と が 必 要 。  

 
 

施設類型
⼀般道路 実延⻑ 674km
⾃転⾞歩⾏者道 実延⻑ 85km

橋梁数 270橋
個所数 113
個所数 30
管渠延⻑ 625km 
箇所数 24箇所
箇所数 97箇所
延床面積 1,570㎡
管渠延⻑ 579km
箇所数 5

保有量

管路
浄水場・配水場
その他水道施設
上水道庁舎

処理場

 種別

管 渠

道路施設

公園施設

上水道施設

下水道施設

道 路

橋 梁
都市公園
その他公園
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4 公 共 施 設 等 の 維 持 管 理 、 更 新 等 に 係 る 中 ⻑ 期 的 な 経 費 及 び 充 当 可 能 財 源  
の ⾒ 込 み  

本 計 画 期 間 （ 今 後 39 年 間 ） に お け る 公 共 施 設 等 の 維 持 管 理 ・ 改 修 ・ 更 新 等 (以 下 「 更
新 等 」 と い う 。 ） 経 費 の ⾒ 込 み に つ い て 、 以 下 の と お り 試 算 し ま し た 。  
①  耐 ⽤ 年 数 経 過 時 に 単 純 更 新 し た 場 合 （ 自 然 体 ）  
②  個 別 施 設 計 画 に 定 め た 再 配 置 対 策 や ⻑ 寿 命 化 対 策 等 を 実 施 し た 場 合 (⻑ 寿 命 化 対 策 等 ） 
③  ⻑ 寿 命 化 対 策 等 の 効 果  
 
①  自 然 体 の ⾒ 込 み ➡ 総 額 4,284.8 億 円 （ 109.9 億 円 /年 ）  
②  ⻑ 寿 命 化 対 策 等 の ⾒ 込 み ➡ 総 額 2,023.9 億 円 （ 51.9 億 円 /年 ）  
③  ⻑ 寿 命 化 対 策 等 に よ る 縮 減 効 果 ➡ 2,260.9 億 円 （ 58.0 億 円 /年 ＝ ① -② ）  
④  近 年 の 更 新 等 費 ⽤ 実 績 額 （ 51.4 億 円 /年 ） を 今 後 39 年 間 に 毎 年 更 新 等 費 ⽤ に 充 当 で

き る と 仮 定 す る と …  
👉⻑ 寿 命 化 対 策 を 実 施 し て も な お 0.5 億 円 /年(④ -② )の 財 源 不 ⾜ と な る ⾒ 込 み 。 

財 源 不 ⾜ を 補 う た め に は 、廃 ⽌ 施 設 等 の 跡 地 の 売 却 や 賃 貸 等 に よ り 新 た な 財 源 を 確 保
す る 必 要 が あ り ま す 。  

   ★  耐 ⽤ 年 数 経 過 時 に 単 純 更 新 し た 場 合 （ 自 然 体 ） の 更 新 等 費 ⽤ の ⾒ 込 み (公 共 施 設 等 全 体 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★  ⻑ 寿 命 化 対 策 等 を 実 施 し た 場 合 の 更 新 等 費 ⽤ の ⾒ 込 み (公 共 施 設 等 全 体 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試算結果(公共施設等全体) 
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適切な維持管
理・施設整備

財政負担軽減
効率的維持管理

・⼈⼝規模
市⺠ニーズ
に適合した

施設

・安全安心
で上質な

施設

⾒直しを
検討

する施設

維持
する施設

保有総量の縮減
適正規模・適正配置

量の適正化
施設の再配置

（廃止、転用、
複合化、集約

化等）

40年後の施設現在の施設

コストの適正化
LCC縮減・平準化、
⺠間活用、省エネ

質の適正化
⻑寿命化

バリアフリー化等

 

１  現 状 や 課 題 に 関 す る 基 本 認 識  
将 来 に わ た り 公 共 施 設 等 に お け る 市 ⺠ サ ー ビ ス を 安 定 的 か つ 持 続 的 に 提 供 し て い く た め

に は 、 以 下 の 課 題 へ の 対 応 が 必 要 と な り ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２  全 庁 的 な 取 組 体 制 の 構 築 及 び 情 報 管 理 ・ 共 有 ⽅ 策  
 

◎ 公 共 施 設 再 配 置 推 進 本 部
が 本 計 画 の 進 捗 を フ ォ ロ
ー ア ッ プ 。  
全 庁 体 制 の 下 、本 計 画 の ⾒
直 し を ⾏ い 、継 続 的 に 公 共
施 設 等 の 適 正 管 理 を 推 進 。 

◎ 公 共 施 設 等 の 点 検・診 断 や
維 持 管 理・更 新 等 の 情 報 は 、
公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト 統
括 部 署 が ⼀ 元 管 理 す る と
と も に 、 全 庁 的 に 共 有 。  

 
 
3 公 共 施 設 等 の 管 理 に 関 す る 基 本 的 な 考 え ⽅  

   (1) 基 本 ⽅ 針  
 
 
 

全 て の 公 共 施 設 等 は 貴
重 な 「 経 営 資 源 」 で あ
り 、 円 滑 な 財 政 運 営 を
前 提 と し 、 適 切 な 維 持
管 理 の 下 で 市 ⺠ サ ー ビ
ス の 質 を 確 保 し つ つ 、
施 設 の 保 有 量 及 び 維 持
更 新 ・ 管 理 コ ス ト 等 の
適 正 化 に 取 り 組 む 。  

 

円滑な財政運営を前提とし、公共施設等の「質」「量」「コスト」の適正化を目指します。 

◎ 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 に よ る 人 口 構 造 の 変 化 に よ り 、 公 共 施 設 等 に 対 す る 市 ⺠ ニ ー ズ の 変
化 や 利 ⽤ 者 数 の 減 少 が ⾒ 込 ま れ る 。  

◎ 人 口 規 模 や 市 ⺠ ニ ー ズ に 適 合 し た 公 共 施 設 等 の 適 正 規 模 ・ 適 正 配 置 を 進 め る こ と が 必 要 。  

1 人 口 構 造 の 変 化  

◎ 人 口 急 増 期 に 集 中 的 に 整 備 し た 公 共 施 設 等 が ⽼ 朽 化 し 、今 後 ⼀ ⻫ に 改 修・更 新 時 期 が 到 来 。 
◎ 計 画 的 な 改 修 に よ る 安 全 性 の 確 保 及 び 機 能 向 上 、⻑ 寿 命 化 に よ る 更 新 時 期 の 平 準 化 が 必 要 。 

2 更 新 時 期 の 集 中 及 び ⽼ 朽 化  

◎ 市 税 の 減 少 、社 会 保 障 関 係 経 費 の 増 加 が ⾒ 込 ま れ る 中 、公 共 施 設 等 へ の 財 政 負 担 の 縮 減
及 び 平 準 化 に 取 り 組 む こ と が 必 要 。  

3 財 政 負 担 の 増 加  

◎ 地 域 や ⺠ 間 事 業 者 と の 連 携 を 更 に 進 め 、 市 ⺠ サ ー ビ ス の 向 上 及 び 維 持 管 理 の 効 率 化 に 取 り
組 む こ と が 必 要 。  

4 効 率 的 な 維 持 管 理  

Ⅲ 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な⽅針
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（ 2） 基 本 目 標  

      

 

 
本 計 画 に お け る 公 共 建 築 物 の 管 理 ⽬ 標 は 、 再 配 置 方 針 で 定 め た 公 共 建 築 物 の 将

来 更 新 等 費 ⽤ の 不 ⾜ 額 (年 間 16.7 億 円 )を 解 消 す る た め の 縮 減 ⽬ 標 。  

 

 

 

 

（ 3） 実 施 ⽅ 針  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ ⻑ 寿 命 化 を 図 る 公 共 建 築 物 は 、 計 画 的 な 改 修 等 の 予 防 保 全 に よ り ⻑ 寿 命 化 。  
・ イ ン フ ラ 施 設 は 各 個 別 施 設 計 画 に 基 づ く 計 画 的 な 改 修 等 の 予 防 保 全 に よ り ⻑ 寿 命 化 。  

統 合 や 廃 ⽌ の 推 進 方 針  

公 共 建 築 物  

総延床⾯積の縮減⽬標 
本計画期間（39 年間）で 35％（11.4 万㎡）、短期 10 年間で 9％（2.9 万㎡） 

⽣ 活 基 盤 施 設 が 中 心 と な る こ と か ら 総 量 縮 減 に 関 す る 数 値 ⽬ 標 は 定 め な い 。  
各個別計画により優先順位を付けた更新等を実施するとともに、⻑寿命化を図ることによりライ

フサイクルコストを縮減。 

イ ン フ ラ 施 設  

点 検 ・ 診 断 等 の 実 施 方 針  
・ 公 共 施 設 等 の 点 検 、 劣 化 診 断 等 を 計 画 的 に ⾏ い 、 結 果 を 集 積 ・ 蓄 積 し 、 計 画 的 な ⽼ 朽

化 対 策 等 に 活 ⽤ 。  
・ 点 検 ・ 診 断 等 の 履 歴 を 本 計 画 の ⾒ 直 し に 反 映 し 、 充 実 を 図 る 。  

維 持 管 理 ・ 更 新 等 の 実 施 方 針  
・ 維 持 管 理 に ⺠ 間 の ノ ウ ハ ウ を 活 ⽤ し 効 率 化 、 市 ⺠ サ ー ビ ス を 向 上 。  
・予 防 保 全 に よ る 施 設 の ⻑ 寿 命 化 。計 画 的 更 新 等 に よ る ト ー タ ル コ ス ト の 縮 減・平 準 化 。 
・ 省 エ ネ ル ギ ー 化 に よ る 維 持 管 理 費 の 縮 減 。  

安 全 確 保 の 実 施 方 針  
・ 点 検 ・ 診 断 等 に よ り 危 険 性 が 高 い 施 設 は 使 ⽤ を 中 ⽌ し 、 速 や か な 修 繕 等 に よ り 安 全 を

確 保 。  
・ ⽼ 朽 化 等 に よ り 供 ⽤ 廃 ⽌ さ れ 利 ⽤ ⾒ 込 み の な い 施 設 は 、 解 体 撤 去 等 を 適 切 に 措 置 。  

耐 震 化 の 実 施 方 針  
・ 公 共 建 築 物 は 全 施 設 の 97％ が 耐 震 基 準 を 満 ⾜ 。 引 き 続 き 、 耐 震 基 準 の 水 準 を 維 持 。  
・ 耐 震 基 準 を 満 た さ な い 施 設 は 、 再 配 置 方 針 に 基 づ き 、 早 期 に 廃 ⽌ 等 の 措 置 。  
・ イ ン フ ラ 施 設 は 、 各 個 別 施 設 計 画 に 基 づ き 計 画 的 に 耐 震 化 を 推 進 。  

⻑ 寿 命 化 の 実 施 方 針  

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 の 推 進 方 針  
・ 公 共 施 設 等 の 更 新 等 の 際 に は 、 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 2020 ⾏ 動 計 画 」 に お け る ユ

ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 街 づ く り の 考 え 方 を 踏 ま え た ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 を 推 進 。  

総 合 的 か つ 計 画 的 な 管 理 を 実 現 す る た め の 体 制 の 構 築 方 針  

・ 公 共 建 築 物 は 、 施 設 の 必 要 性 、 ⺠ 間 で の 代 替 の 可 能 性 、 他 の 施 設 と の 複 合 化 や 集 約 化
の 可 能 性 を 評 価 し て 策 定 し た 再 配 置 方 針 に 基 づ き 統 廃 合 等 の 再 配 置 対 策 を 実 施 。  

・ イ ン フ ラ 施 設 は 、 各 個 別 施 設 計 画 に 基 づ き 計 画 的 な 統 廃 合 や 広 域 化 を 検 討 。  

広 域 連 携 に 関 す る 方 針  

・ 職 員 の 意 識 改 ⾰ ➡ 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研 修 会 等 の 開 催 等 に よ り 、 職 員 の 意
識 啓 発 に 努 め 、 資 産 経 営 の 在 り 方 や コ ス ト 意 識 を 向 上 。  

・ 市 ⺠ と の 情 報 共 有 ➡ 市 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ 、 各 種 説 明 会 等 を 通 じ て 公 共 施 設 等 の 情
報 提 供 を 推 進 。  

・ 公 共 施 設 の 有 効 活 ⽤ 、 施 設 管 理 の 効 率 化 、 市 ⺠ サ ー ビ ス の 向 上 な ど を 図 る た め 、 公 共
施 設 の 近 隣 市 町 と の 相 互 利 ⽤ な ど を 推 進 。  
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４  PDCAサ イ ク ル の 推 進 ⽅ 針  
 

 

中 ⻑ 期 的 な 視 点 で 本 計 画 に 取
り 組 ん で い く 中 で 、 社 会 経 済
情 勢 や 市 ⺠ ニ ー ズ の 変 化 、 計
画 の 進 捗 状 況 等 を 踏 ま え た 計
画 の 改 善 を 図 る た め 、 Ｐ Ｄ Ｃ
Ａ サ イ ク ル に よ り 計 画 の 進 ⾏
管 理 及 び ⾒ 直 し を 実 施 。  

 
 
 
 
 

 
 

1 公 共 建 築 物  
公 共 建 築 物 の 管 理 に 関 す る 基 本 方 針 は 、 再 配 置 方 針 の と お り と し ま す 。  
公 共 施 設 の 利 ⽤ 状 況 や 経 費 、 建 物 の 劣 化 状 況 な ど の 情 報 に よ る 1 次 評 価 (定 量 評 価 )及 び

施 設 サ ー ビ ス の 必 要 性 や 類 似 施 設 の 配 置 状 況 な ど に よ る ２ 次 評 価 (定 性 評 価 )を 経 て 、 施 設
ご と の 再 配 置 に 係 る 今 後 の 方 向 性 及 び 対 策 方 針 （ 継 続 、 集 約 化 、 複 合 化 、 譲 渡 、 廃 ⽌ 等 ）
を 定 め ま し た 。  

ま た 、 施 設 の 更 新 ま で の ⽬ 標 使 ⽤ 年 数 を 下 表 の と お り 定 め ま し た 。  
 
 

 
 

施 設 類 型  
基 本 方 針  

大 分 類  中 分 類  

市 ⺠ ⽂ 化 系 施 設 
集 会 施 設 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

・ 改 修 や 更 新 時 は 、 人 口 規 模 や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ 規 模 縮 ⼩ や 他
施 設 と の 複 合 化 を 検 討 。  ⽂ 化 施 設 

社 会 教 育 系 施 設 
図 書 館 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

博 物 館 等 ・ 国 指 定 史 跡 区 域 に つ き 更 新 不 可 の た め 、 集 約 化 を 検 討 。  

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 施 設 ・ 市 ⺠ ニ ー ズ や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ て 総 量 を ⾒ 直 し 。  

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設・観光施設 
・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  
・ ⽼ 朽 化 が 進 み 、 ま た 、 耐 震 補 強 が さ れ て い な い 施 設 に つ い

て は 、 他 施 設 に 機 能 を 移 し 建 物 は 廃 ⽌ 。  

保 養 施 設 
・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  
・ 改 修 や 更 新 時 は 、 人 口 規 模 や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ 規 模 縮 ⼩ や 他

施 設 と の 複 合 化 を 検 討 。  

構   造  RC/SRC 造  
（ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ） 

S 造  
(重 量 鉄 ⾻ 造 )  

LGS 造 (軽 量 鉄 ⾻ 造 )/
Ｗ 造 (木 造 )  

CB 造  
(ﾌﾞﾛｯｸ造 )  

⻑ 寿 命 化 対 象 施 設  80 年  80 年  ―  ―  

⻑ 寿 命 化 し な い 施 設  60 年  60 年  40 年  60 年  

Ⅳ 施設類型ごとの管理に関する基本⽅針
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施 設 類 型  
基 本 方 針  

大 分 類  中 分 類  
産 業 系 施 設 

産 業 系 施 設 
・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  
・ 改 修 や 更 新 時 は 、 人 口 規 模 や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ 規 模 縮 ⼩ や 他

施 設 と の 複 合 化 を 検 討 。  

学 校 教 育 系 施 設 

⼩ 学 校 
・ 「 三 木 市 ⽴ ⼩ 中 学 校 の 学 校 再 編 に 関 す る 実 施 方 針 」 に 基 づ

き 策 定 さ れ る 個 別 計 画 と の 整 合 を 図 る 。  中 学 校 
特 別 支 援 学 校 
そ の 他 教 育 施 設 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

子 育 て 支 援 施 設 
幼稚園・保育園・こども園  ・ 「 幼 保 ⼀ 体 化 計 画 」 に 基 づ く 。  

幼 児 ・ 児 童 施 設 
・ ア フ タ ー ス ク ー ル は 、 今 後 の ⼩ 学 校 の 再 編 に 併 せ て 検 討 。  
・ 児 童 セ ン タ ー 及 び 吉 川 児 童 館 は 、 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿

命 化 。  

保 健 ・ 福 祉 施 設 

高 齢 福 祉 施 設 ・ 介 護 保 険 事 業 計 画 に 基 づ き 、 将 来 の 利 ⽤ 者 ⾒ 込 や ⺠ 間 施 設
の 整 備 状 況 を 踏 ま え 、 統 合 や ⺠ 間 へ の 移 ⾏ を 検 討 。   

障 害 福 祉 施 設 
・ 改 修 や 更 新 時 は 、 人 口 規 模 や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ 規 模 縮 ⼩ や 他

施 設 と の 複 合 化 を 検 討 。  
・ ⽼ 朽 化 が 進 み 、 ま た 、 耐 震 補 強 が さ れ て い な い 施 設 に つ い

て は 、 利 ⽤ 者 に は 他 施 設 の 利 ⽤ を 促 し 当 施 設 は 廃 ⽌ 。  

保 健 施 設 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  
・ 吉 川 健 康 福 祉 セ ン タ ー は 吉 川 支 所 の 機 能 を 複 合 化 。  

⾏ 政 系 施 設 
庁 舎 等 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

・吉 川 支 所 は 吉 川 健 康 福 祉 セ ン タ ー に 機 能 を 移 し 建 物 は 転 ⽤ 。 
消 防 施 設 ・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

公 営 住 宅 公 営 住 宅 
・ 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  
・ 改 修 や 更 新 時 は 、 ⺠ 間 住 宅 の 供 給 量 及 び 将 来 の 人 口 規 模 に

応 じ 総 量 の ⾒ 直 し を 検 討 。  

供 給 処 理 施 設 供 給 処 理 施 設 
・ 改 修 や 更 新 時 は 、 人 口 規 模 や 利 ⽤ 状 況 に 応 じ 規 模 縮 ⼩ や 他

施 設 と の 複 合 化 を 検 討 。  
・ 吉 川 ク リ ー ン セ ン タ ー に つ い て は 最 終 処 分 場 の 施 設 は 継 続

し 、そ の 他 の 施 設（ 旧 し 尿 処 理 施 設 ・ 旧 焼 却 施 設 ） は 廃 ⽌ 。 

そ の 他 そ の 他 

・ ハ ー ト フ ル プ ラ ザ み き 、 み き や ま 斎 場 及 び 自 由 が 丘 中 公 園
バ ス 待 合 施 設 は 計 画 的 な 改 修 に よ る ⻑ 寿 命 化 。  

・ Ｍ Ｉ Ｋ Ｉ 夢 ス テ ー シ ョ ン は 、 更 な る ⺠ 間 活 ⼒ を 活 ⽤ す る た
め 、 ⺠ 間 譲 渡 を 検 討 。  

・ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は 当 ⾯ は 継 続 す る が 、 更 新 は ⾏ わ ず
他 施 設 で の 賃 貸 を 検 討 。  

２  イ ン フ ラ 施 設  
施 設 類 型  基 本 方 針  

道  路  「 み き イ ン フ ラ ・ メ ン テ ナ ン ス 計 画 」 及 び 「 三 木 舗 装 修 繕 計 画 」 に 基 づ き 計 画 的 な 修
繕 を ⾏ い 、道 路 の 安 全 性 の 確 保 及 び ⻑ 寿 命 化 に よ る ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト の 縮 減 並 び
に 財 政 負 担 の 平 準 化 を 図 る 。  

橋  梁  「 み き イ ン フ ラ ・ メ ン テ ナ ン ス 計 画 」 及 び 「 三 木 市 橋 梁 ⻑ 寿 命 化 修 繕 計 画 」 に 基 づ き
計 画 的 な 修 繕 を ⾏ い 、 橋 梁 の 健 全 性 の 回 復 、 安 全 性 の 確 保 及 び ⻑ 寿 命 化 に よ る ラ イ フ
サ イ ク ル コ ス ト の 縮 減 並 び に 財 政 負 担 の 平 準 化 を 図 る 。  

公  園  「 み き イ ン フ ラ ・ メ ン テ ナ ン ス 計 画 」 及 び 「 三 木 市 公 園 施 設 ⻑ 寿 命 化 計 画 」 に 基 づ
き 計 画 的 な 修 繕 、 更 新 等 を ⾏ い 、公 園 施 設 の 安 全 性 の 確 保 及 び ⻑ 寿 命 化 に よ る ラ イ フ
サ イ ク ル コ ス ト の 縮 減 並 び に 財 政 負 担 の 平 準 化 を 図 る 。  

上 水 道  安 全 ・ 安 心 な 水 を 安 定 的 に 供 給 す る た め 、「 三 木 市 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 定 め る 投
資 計 画 に 基 づ き 、 計 画 的 に 施 設 の 更 新 及 び ⻑ 寿 命 化 並 び に 耐 震 化 を 進 め る と と も に 、
投 資 の 平 準 化 を 図 る 。  

下 水 道  市 ⺠ の 快 適 な ⽣ 活 環 境 及 び 公 共 ⽤ 水 域 や 農 業 ⽤ ⽤ 排 水 の 水 質 保 全 を 図 る た め 、「 三
木 市 公 共 下 水 道 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 」 に 定 め る ⻑ 寿 命 化 計 画 及 び「 三 木 市 下 水
道 事 業 経 営 戦 略 」 に 定 め る 投 資 計 画 に 基 づ き 、計 画 的 に 施 設 の 更 新 及 び ⻑ 寿 命 化 並 び
に 耐 震 化 を 進 め る と と も に 、 投 資 の 平 準 化 を 図 る 。  
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